
 

 

 

 

 

 

成瀬家家紋の丸瓦▲ 

 愛知県立明和高校の敷地は西二葉町遺跡の一角

にあたり、当地には江戸時代を通じて犬山城主・

成瀬家の屋敷が存在していました。また、ここは

明治時代以降、旧制愛知一中や名古屋帝国大学な

ど愛知県下の中等・高等教育の始まった場所とし

ても知られています。今回の講座では、現在まで

残された絵図面を参考に、遺跡の調査結果から屋

敷の構造や学校校舎などの当時の様子を、より鮮

明に復元していきます。 

あいちの遺跡を学ぼう 

【主催】公益財団法人愛知県教育・スポーツ振興財団 愛知県生涯学習推進センター【共催】愛知県埋蔵文化財センター 

令和 7 年度 生涯学習あいち県民講座 

 

１日目 講義 

◆申込期間 ８/29（金）～９/26(金)必着 

◆申込方法 申込フォーム、郵送、FAX 

◆対象者   愛知県内にお住まいの方 

■受講費用（一人） 2,000 円 
（10 月 10 日会場で支払い） 

■定員       24 人 

２日目 現地学習 

１０月１０日（金） 
午前１０時～１２時 

会場 愛知県教育会館 

（名古屋市中区新栄） 

講師 愛知県埋蔵文化財センター 

川添 和暁 氏 
（調査研究専門員） 

～江戸成瀬家屋敷跡と近代学校変遷史～ 

名
古
屋
市
東
区 

１０月１７日（金） 
午後１時～３時 

明和高校敷地内 

愛知県埋蔵文化財センター 

会場 

講師 

川添 和暁 氏 

（調査研究専門員） 

（名古屋市東区白壁） 

柳原 麻子 氏 
（調査研究主事） 

愛知県立第一中学校の校舎基礎跡 

陶製狛犬▶ 

陶磁器・焼塩壺の出土状況 



２日

〒４53－００１6 名古屋市中村区

（公財）愛知県教育・スポーツ振興財団

。

１

池跡の出土状況


